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関わる事項 

    

      

 

 

 

都心部 

郊外部 

■サービス水準に基づくエリア区分（案）

○地域によって公共交通の実情が異なることから、問題も異なっております。
○このことから、エリアごとに分け、各エリアにおける持続可能な公共交通
サービスの実現に向けた検討を行います。

現状と問題（再掲）
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■サービス水準に基づくエリア区分（案）

○エリア設定を行うにあたっては、市内の公共交通サービス水準を整理し、
サービス水準によってエリアを分けることとします。

○公共交通サービス水準は、以下の２つの条件から検討します。

サービス水準に基づくエリア区分の考え方
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公共交通サービス水準に基づくエリア区分を設定

＜条件２＞時間の利用しやすさ ⇒ アクセシビリティ指標

＜条件１＞距離の利用しやすさ ⇒ 公共交通カバー圏域



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

○「都市の構造の評価に関するハンドブック（平成26年8月、国土交通省都市

局）」を参考にし、鉄道駅から800m、バス停から300mと設定します。

条件１：公共交通カバー圏域（距離の利用しやすさ）

4

千葉市立地適正化
計画でも採用

面積
カバー率

人口
カバー率

人口
非カバー率

中央区 65.8% 92.0% 8.0%

花見川区 71.9% 85.7% 14.3%

稲毛区 86.2% 92.2% 7.8%

若葉区 54.7% 82.8% 17.2%

緑区 45.9% 79.6% 20.4%

美浜区 87.0% 97.7% 2.3%

市全体 61.5% 88.7% 11.3%

鉄軌道駅800m＋バス停300m
区



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

条件２：アクセシビリティ指標（時間の利用しやすさ）
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＜計算方法＞
アクセシビリティ指標（分）＝ 徒歩移動時間※1 ＋ 公共交通待ち時間※2

※１：徒歩の移動時間は50m/分と仮定して算出
※２：平均運行時間（14時間）÷運行本数（本／日）÷２

○アクセシビリティ指標とは、都市内の各地点について、公共交通の利用しやすさを表
す指標。任意の時刻に家を出て、公共交通に乗車するまでの期待時間を示すものです。

アクセシビリティ指標活用の手引き
（平成26年6月国総研）を参考

徒歩5分
（250m）

待ち15分
（2本/時間）

イメージ図

①

②

どちらも
アクセシビリティ
指標は同じ
（20分）

徒歩17分
（850m）

待ち3分
（10本/時間）

※待ち時間は“期待値”のため
「運行本数/2」で算出



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

○公共交通カバー圏域（条件１）及びアクセシビリティ指標（条件２）を踏ま
え、エリア区分を４つ（区分A～D）に設定します。

公共交通サービス水準に基づくエリア区分
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■サービス水準に基づくエリア区分（案）

区分Aの概要
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＜設定①＞

＜設定②＞

面積(ha) 面積割合 人口(人) 人口割合

10,450 38.5% 757,900 78.0%

条件１ 条件２

駅800m内 －

条件１ 条件２

バス停300m内 10分未満

※H27国勢調査を基に算出



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

区分Bの概要
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＜設定＞

面積(ha) 面積割合 人口(人) 人口割合

7,940 29.2% 179,600 18.4%

条件１ 条件２

制限なし 20分未満

※H27国勢調査を基に算出



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

区分Cの概要
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面積(ha) 面積割合 人口(人) 人口割合

5,120 18.9% 27,900 2.9%

＜設定①＞

＜設定②＞

条件１ 条件２

制限なし 20～30分

条件１ 条件２

バス停300m内 20分以上

※H27国勢調査を基に算出



■サービス水準に基づくエリア区分（案）

区分Dの概要
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面積(ha) 面積割合 人口(人) 人口割合

3,633 13.4% 6,700 0.7%

＜設定＞

条件１ 条件２

駅、バス停ともに圏域外
（駅800m以遠、バス停300m以遠）

30分以上

※H27国勢調査を基に算出



■公共交通不便地域（案）

○設定した４つのエリア区分のうち、公共交通サービス水準の最も低い区分D
を千葉市における公共交通不便地域として設定します。

面積(ha) 面積割合 人口(人) 人口割合

3,633 13.4% 6,700 0.7%

公共交通不便地域においては、公共交通サービス水準が低いことから、法改
正により新たに追加された「輸送資源の総動員」の取り組みなども踏まえ、今
後施策を検討します。
※区分A～Cにおいても各区分の特性を考慮した施策を検討します。 11


